
参考様式第２９及び参考様式第３２の別添３

★ Ｄ 17 - 7 - 3 （前回提出：平成30年9月）

【事業概要】

【基幹事業との関連性】

【当面の事業概要】

＜平成３０年度＞

測量試験費

＜平成３１年度＞

本工事費等

＜事業費合計＞

測量試験費

本工事費等

事業費合計

【事業期間】
平成30年9月～平成31年8月

【事業位置図】

※詳細は別紙のとおり

※関連する基幹事業:D-17-2・11

【参考】

※ この様式は、原則として、参考様式第２９及び参考様式第３２の別添２に記載した細要素事業ごとに作成してください。

※ 「全体事業費」は、細要素事業（当該細要素事業と一体不可分な事業を含む。）について、全体事業期間を通じての全ての事業費を記載して下さい。

※ 細要素事業の概要を示す図面を添付して下さい。

今 回 提 出 額 25,868千円 本工事費
合 計 28,438千円

区　　分 事業費 内　　訳 回答日
提 出 済 額 2,570千円 測量試験費 H30.9.7

全体事業費 28,438 （千円）

事業番号

市街地復興効果促進事業の概要を示す書類

要綱上の事業名称 市街地復興関連小規模施設整備事業

細要素事業名 山田地区（低地部）都市再生区画整理排水対策事業

（今回申請額：25,868千円）

　基幹事業である山田地区（低地部）区画整理事業区域の雨水排水は、区域の北側を
流れる関口川に放流する計画となっている。しかし、当事業区域から関口川へのルー
トは当事業区域と他事業区域に挟まれた隣接地を通過しなければならず、この隣接地
は各種事業範囲外のため、震災からそのままの状態で嵩上等がされておらず、両事業
区域と高低差が生じていることから、この高低差を解消し、関口川への排水ルートを
確保する必要がある。
　本事業は、基幹事業区域の雨水を放流先の関口川へ排水するために必要となる排水
路（附帯する道路改良等を含む）の整備を行うものである。

25,868千円

25,868千円

28,438千円

　本事業は、基幹事業区域で発生した雨水を排水する施設の整備（附帯する道路改良
等を含む）を行うものである。これらの整備により、基幹事業区域の排水機能の向上
が図られることで、基幹事業の効果を促進するものである。

2,570千円

2,570千円

D-17-2・11事業区域

山田地区（低地部）都市再生区画整理排水対策事業


